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第 6 章では、前章までで得られた知見を整理した上で、本論文の学術的貢献を示した。 
本論文は先行研究の問題点を的確に指摘し、それを解決するために機能概念と社会関係資本概念
を詳細に検討し、それに基づいてオリジナルな仮説を提示し、自ら収集したデータを分析すること
で、その仮説の経験的妥当性を検証し、それに基づいて社会関係資本研究と集団参加研究の進展に
貢献している。
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。 
